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学 位 論 文 題 名 

 
Estimation of Snowmelt Distribution using Numerical Snowpack Model based on  

Long-term Snow Observation  

（長期積雪観測に基づいた積雪変質モデルによる融雪分布の推定） 

 

 

博士学位論文審査等の結果について（報告） 

 

著者より提出された論文”Estimation of Snowmelt Distribution using Numerical Snowpack 

Model based on Long-term Snow Observation”は、積雪変質モデルを用いた山岳域の融雪推定を

行ったものである。積雪寒冷地における水涵養量の多くは雪に依存しているが、積雪・融雪の実

態を観測により直接把握することは難しく、もっぱら河川やダムへの流入水量によって間接的に

把握するにとどまっている。そのようななか、申請者は可能な限り多数の降水および積雪観測の

データを収集し、積雪変質モデルに気象レーダの降水量を入力することで、山岳域の積雪と融雪

の空間分布と時間変化を明らかにした。また、モデル推定の妥当性を検証するため、収集した観

測データや文献との比較対照を行った。この結果、地上雨量計の非捕捉や気象レーダの照射外の

ために、降水データにそもそもの過少評価があることがわかった。さらに、標高の違いから集水

域の上流部分と下流部分では１か月程度、融雪のラグが生じることが定量的に示された。本研究

では積雪変質モデルが水涵養量および融雪流出の推定に有効であることを、観測データを最大限

収集することによって示したとも言い換えられる。 

以上の研究成果は学術論文 

Taniguchi, Y., Y. Katsuyama, M. Inatsu, and T. Yamada, 2023: Snow melting estimate in 

the Jozankei Dam basin based on snowpack simulation. Scientific Online Letters on the 

Atmosphere, 19, 274–281. 

として出版済である。また、この研究成果は、札幌で開催された国際学会 GEWEXにおいて発表さ

れた。 

これを要するに、著者は、寒冷地における資源涵養および融雪流出を推定する新知見を得たも

のであり、気象学・雪氷学に対して学術的・社会的に貢献するところ大なるものがある。 

よって著者は、北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認める。 

  


